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　夏休みや春休みなどを利用して、地域の介護老人保健施設や
多世代交流サロンなどで、高齢者との交流を行っている、羽津
地区の９人の子どもたち「はづっ子カウボーイ」を紹介します。

　　はづっ子カウボーイ　
（後列左から）
　伊東美

み
紅
く
さん、森星

あかり
空さん、水谷絢

あや
香
か
さん、中村悠

はるか
さん、平

ひら
上
かみ
和
わ
香
か
さん

　　

（前列左から）
橋本幸

こう
明
めい
さん、橋本晄

てる
季
き
さん、橋本武

む
暁
つき
さん、山口泰

たい
河
が
さん

（羽津中1年）　　　 　（同中1年）　　　　  （同中1年）　　　　　（同中1年）　　　　  （同中1年）　　

（羽津中1年）　　　　（羽津北小4年）　　　　 （同小1年）　　　　　 （同小5年）　　
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■クラスメイトと始めたボランティア
平成28年の夏休みに当時小学４年生だった橋本幸明
さんがクラスメイトなどに呼び掛けスタートした「はづ
っ子カウボーイ」。
名前の由来は音楽の授業で歌っていた「ちびっこカウ

ボーイ」からきています。今もはづっ子カウボーイのテ
ーマソングで、お揃いのバンダナやTシャツ、橋本さん
の祖父が手作りしたギターを身に付けて、元気に歌った
り踊ったりしています。

■高齢者との交流
普段は、春休みや夏休みを利用して地域の介護老人保
健施設や多世代交流サロンで高齢者との交流を行いま
す。劇や歌、マジックなどを披露したり、一緒に手遊び
をしたりしています。

■一緒に楽しく
子どもたちは、「おじいさんやおばあさんが笑ってく
れてうれしい」　「お年寄りの人も自分たちも一緒に楽し
い気持ちになれる」　「劇の準備はすべて自分たちでする
ので、大変だけどやりがいがある」　「手遊びなどは自分
から声を掛けて一緒にやってもらうので緊張する」など、
高齢者を笑顔にするため、子どもたちも一緒に楽しむこ
とを忘れずに一生懸命活動しています。

■ボランティアの輪を広げたい
今後は、高齢者との交流とともに、2020年に新潟で開
催される「琴リンピック」で来場する外国人の人たちを
サポートするボランティアにも参加する予定です。
子どもたちに夢や目標を聞くと、「自分たちがボラン
ティアをしていることを多くの人に知ってもらい、市
内・県外・世界中の人たちと一緒に、おじいさんおばあ
さんを笑顔にしていきたい」と話していました。

琴リンピックとは
　大正琴を演奏し合うことで通じる国際交流の輪
を拡げるため、２年に１度、新潟県で開かれる世
界大会。

７月放送のＣＴＹ「ちゃんねるよっかいち」やＣＴＹ－ＦＭ「よっかいちわいわい人探訪」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）


